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I 秋田県衛生科学研究所の機構

秋田県衛生科学研究所の由来ならびに機構については

所報第 1輯（1955年）および第8輯（1964年）に記載し

たが，その後機構に改革があり，規模拡大に伴って，現

在の地に新築移転したことについては所報第9輯（1965)

年に詳しくのべた。現在の機構としては 1課（総務）と

6科（細菌病理，理化学検査，成人病，母子衛生，食品

栄養，環境衛生）であり，めまぐるしい社会情勢の変化

に伴い機構の改革を余儀なくされていることについては

前報に記述したところであるが，県の第3次総合開発計

画の第 1の柱である健康と生活を高める福祉社会の開

発，なかんづく健康管理体制の確立と県民皆検診の推進

の中における当所の役割，更には近年大きくとりあげら

れてきた食品公害の将来展望等をふまえてますます増大

して当所に果せられる諸問題の解決に対処するため昭和

47年度を初年度とし，所長のもとに次長制を設け， 3部

（微生物部，理化学部，生活科学部） 1課（総務） 9科

細菌科，ウイルス科，食品衛生科，理化学検査科，環境

衛生科，生化学科，成人病科，母子衛生科，食品栄養科

）とし，また総務課には各部科の事業の進行をも管理

し，更には検査研究デークーの整備，情報の蒐集，解析

したデークーの迅速な活用を含めた機能を果し，所全体

の能率向上が図られるよう管理体制を強化する必要があ

るので庶務，管理の2係を設け，機構の整備を図るとと

もに技術陣の増員練磨につとめ今後果せられる当所の役

割を充分に果したいものと考えている。
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I職員並びに業務分担

（昭和47年3月31日現在）

課科別 1 職 名 l氏 名 ！当所発令 I 業 務 内 容

昭和
所 長 児島三郎 46. 4. I 

専門研究員 藤盛義英 46. 3. I 

総 務 課 課 長 奥山 武 46. 5. I 

// 主 事 伊沢国子 43. 4. I 庶務一般，旅費の支払

” ” 佐藤アイ 41. 4. I 現金取扱員，諸統計，庶務，才入事務

” ” 北島静一 46. 4. I 物品取扱員，才出事務

” ボイラ技師 佐藤恒明 39. I I. 1 ｛ 胃畠齋9 喜気室，ポンプv 詈等の技術に関すること，
の転に関する'-- ' 

” 庁務員 山田運治郎 36.11. 1 文書発送，雑務

” ” 高橋嘉男 46. 10. 5 動物飼育，雑務

// 専任当直員 永井三治 46. 7. 3 日直，宿直

” ” 佐藤定吉 45. 7. 3 ” 
細菌病理科 科 長 森田盛大 46. 7. I 

‘’ 技 師 小林運蔵 4 l. 4. I 日脳流行予測調査，抗酸菌ボッリヌス菌検査研究，
他

” ” 庄司キ ク 19. IO. I 梅毒血清反応検査，螢光抗体検査

” ” 茂木武雄 23-5.20 腸内細菌，一般細菌検査，日脳流行予測調査

” 
，， 金 鉄三郎 39. 4. I 食中毒検査研究，実験動物管理

” ” 坂本昭男 21.10. I ウイルスの調査研究，電子顕微鏡管理

” 技師補 原田誠三郎 45. 5.- ” ” 
理化学検査科 科 長 斎藤 ミ キ 21. 2.28 

” 技 師 今野 宏 39. 7. I 残留農薬に関する調査研究，食品添加物

” ” 勝又貞一 42. 6.16 温泉分析，放射能測定，他

” ” 小沢喬志郎 46.10.15 食品添加物に関する試験研究，薬品試験
成人病科 科 長 欠

” 技 師 船木章悦 39. 7. 1 高血圧，脳卒中集検，臨床検査，集計

” ” 沢部光一 46. 4. 1 高血圧．脳卒中集検，臨床検査，生化学検査

” ” 高桑克子 46, 4. I 高血圧，脳卒中集検，臨床検査，集計

母子衛生科 科 長 伊藤玲子 39. 4. 1 

// 技 師 田沼 慶 44. 7. 1 児童精神衛生に関する事項

食品栄養科 科 長 菊地亮也 41. 4. I 

” 技 師 宍戸 勇 32. 4.JO 食品の栄養分析試験，調査研究

環境衛生科 科 長 北林敏郎 46. 5. I 

” 技 師 芳賀義昭 39. 6.20 河川水の調査

” ”’ 高山和子 25, 7. 10 水道水精密検査

” ” 菅生倫子 43.10, 1 河）1|水の調査，海水の調査
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環境衛生科 I技 師 補 佐藤志津子 46. I. I 河川水の調査海水の調査

（非常勤属託） 児玉栄一郎 46. 4. 1 業務指導

（細菌病理） ” 須藤恒久 46. 7. I （本務：秋田大学医学部教授）
（環境衛生） ” 固部寿昭 39. 4. I 印翡閉環踪隷紘畠目区除
（ ” ） ” 豊口徹郎

46. II. I 重金属の測定

（食品栄養） 兼 務 柴田吉鶴 （本務：県公衆衛生課技師）
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〗昭和46年度予算、決算額調

歳 入

I 
科 目

項 I I節（付記）
調定済額 収入済額 収入未済額 備 考

款 目
； 

i使用料及び手数料I I I I, 205, 9701 1,205,9701 .. 0 

手 い^薮^ r・ 料 I I 1 1. 205. 9701 1,205,970¥ o| 

I衛生手数料I I 1,205, 970| 1,205,9701 
゜I 1保健手数料I1,205.9701 1.205, 9701 01 

| I （保健衛生手数料） 1 280| 2aol o| 

| I c衛生検査手数料） I1.205.6901 1,205,6901 01 

諸 収 入 1 I |' 405, 1031 405, 1031 ol 

雑 刈 I I 405, 1031 405, 1031 叶

1費用収入I I 405, 1031 405, 1031 ゜I 1庁収舎刃吾団体費用入 1 405, 1031 405, l031 oi 

I I（医務薬事課分） 1 405, 1031 405, 1031 o¥ 

＾ ロ

計 | 1.611,0731 1,61 I, 0731 01 

歳 出

科 目

予算額 1決算額
項 I I節（付記）

不用額 備 考
款 目

総 務 費I I I 842, 7091 842, 7091 01 

総務管理費I I I 842, 7091 842, 7091 o| 

I一般管理費I | 122, 7091 122, 7091 ゜
| I旅 費I 122, 7091 122, 7091 o| 

I I （職員旅費） 1 122, 7091 122, 7091 o| 

I人事管理費I I 720,000! 720,oooi oi 

I I報 酬 I 720,0001 720,0001 o| 

I I c非常勤職員報酬） 1 720.0001 720,0001 oi 

衛 生 費 l | I 76.482.3161 76.482.3161 o¥ 

公衆衛生費I I I 76. 363. 27s! l 66. 363. 2si o| 

I予 防 費I I 570, 9531 570,9531 ゜I I旅 費I 170,9611 170,9611 
゜| I c職員旅費） 1 170, 9611 170, 9611 
゜I l需 用 費I 399,9921 399,992I j oi 

I I （一般需用費） 1 399,9921 399,9921 ol 
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科 目

I 
I,  

項 I 1節（付記）
予算額決算額 1不用額i備 考

款 目

1衛生科学研究所費 I 75,792, 322¥ 75,792, 3221 | oi 

I I報 酬 862, 5ool 862,5001 ol 

I 
I （非常勤職員報酬） 862,SOOi ' 

， 
862,SOOj oi 

I l給 料 33. 308. 4561 33. 308, 456! ol 
I 

I 
， i （一般職員） 33,308, 456: 133, 308, 456! , o! 

！ 

I 
1職員手当 19,280, 1221 19,280,122; 0I 1 

I 
I （扶養手当） 499,6101 499,610¥ ， o! 

I 

I 
I（初任給調整手当） 2,4叫 2,4001 叶

I 
I（通勤手当） 416,262¥ 416,2621 o| 

I 
I （時間外勤務手当） 1,809,0211 1,809,0211 ol 

I I （休日勤務手当） 1、 25,0501 2s,osoi ol I 

I 
I（管理職手当） 1 435,2821 435,2821 oI 

I 
I （期末手当） I 10.211.2221 10. 211.2221 

゜
I 

I （勤勉手当） 1 3. 356. 6541 3. 356, 6541 oi 

• I I （寒冷地手当） I 2. 286. 6061 2. 286. 6061 

゜
I 

I （宿日直手当） 1 71,6101 71,6101 0| 

I I （住宅手当） 1 160,4051 160,4051 

゜
I I （児童手当） 1 6,oooi 6,oooi o| 

I I共 済 費 I 4. 174.210! 4. 174.2101 

゜
I 

I （職員共済費） I 4. 172.5671 4. 172.5671 

゜＇ 
I I （社会保険料） 1 1,6431 1,6431 

゜
I I賃 金 I 971. 6soj 971,6501 ゜
| I （人 夫 賃） 1 971,6501 971,6501 o| 

I I報 償 費 I 101,3601 101,3601 ゜
I I旅 費 I I, 729, 7011 I, 729, 7011 ol 

I I （職員旅費） 1 1,692,5941 1,692,5941 

゜
I 

I （その他の旅費） 1 37.1071 37,1071 0| 

I 1需 用 費 |8,096,0451 8,096, 0451 

゜
I 

I c一般需用費） I 7.895.6301 7,895,6301 01 

I I c食 糧 費） 1 200.000I 200,000| 
゜

I I役 務 費 I 461,5041 461,5041 o| 

I I委 託 料 I 492,000I 1 492,000! °I l 

I 
！使用料及び賃借料 l 306,1741 306, 1741 oi 
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I I―工事請負費I 40畑 0| 400,000¥: I • o| 

I I備品購入費I4,408. 600/ 4. 408, 600¥ oi 

I 1負及担び交金 補付i I 1, 200. oool 1. 200, oool oi 

| 1 （目査悶究 I 1. 200. oooi 1, 200, ooo¥ ＇ oi 

環境衛生費I | I 119,0411 119,0411 °| i 

I食品衛生指導費 I I 119,0411 119,0411 oi 

I I賃 金I 49,9501 49,950¥ oi 

I I （人 夫 賃） 1 49,9501 49,9501 

゜I I旅 費I 54,0911 54,0911 o¥ 

I I （職員旅費） 1 54,0911 54,0911 ol 

I I需 用 費I 15,0001 15,0001 

゜| I （一般需用費） 1 1s.ooo¥ 15,0001 

゜＾ ロ 計 I 77.325.0251 77.325.0251 
゜
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w昭和 46年度試験検査実績

昭和46年度における各科にわたる試験検査の実施状況ーーは次のとおりである。

A 各種試験検査

表 l 昭和46年度試験検査実績

一
：三1;／：ム：び：射：分：I ：::]I I I I I 19| ] I I II l ] 19,000 
上段は当所オ入となるもの 1,395 1,205,690 

下段は当所オ入とならないもの，またはオ入をともなわないもの 2,067 I, 789,780 
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表2 S.46.4~47. 3 衛 生 検 査 （厚生省報告例）

ー

8

ー

i 

細 ウ リ結性 病寄食病譴まく 食飲料水検査下清公 ー 放混茉栄 そ

イ ヶ 理 水 泉
生・ 掃害 ＾ 

菌ルツ 梅りそ i 叉：品水井関関関般 鉱
チ 虫中iこ 射芭の

フ、 力‘ 係 係 係 計
検 ア んの・か衛道戸 環 ： 畠
検検 原る 検検検

査査査核毒病他虫毒かのも 生水水査査査境線 品 究他

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (1~ (lZ) (13) (14) 05) Q61 (11) I Q8) U9) (20) (2J) I四じ9

依芯塁室亨 5501 I I I 411 ¥ 10¥ 1431 1081 I I 1 581 1 1 
： E胃塁閾翡 1 4651 7641 I I I I I I I I 978¥ 4601 121I I i 1171 I 1351 31 191 22I 13,084 

ょ医療施設 I 101 sl I I 3091 I I I 11 I I 2! I I I I I I I I I I 327 

るも 学校及び事業所 61 I I ! ， I I I I I I so1 l 481 181 I 61 13 I 1011 831 375 

のその他 40: i 91 441 I 21 4 I I sl I I I 104 

自ら行なうもの 2,7934,070: 377¥ 4.901 I 53J | 3. 7001 ! I I 3, 7141 1 3. 279i| 22. 887 



v所
A 昭和46年度衛生教育実績一覧

外 活 動

月別 4 5 6 7 | 8 ， 10 11 12 I 1 2 3 計種別

回数 2 31 I 1 31 l 21 11 11 15 
成人病科

焚魯I I 
108| 1331 120| 451 451 50| 200 20 60 781 

回数I I 
2 

I 
1 
I I I I I 

： 
理化学検査科

焚魯I I 301 I I I I I I I I 
80 11( 

回数 2| I 21 1I 
4 2 41 21 31 I I 1 l | 2: 

食品栄養科

贖l 80| I 
100| 451 230 1oal 1401 651 105| 96 160 100 l,22S 

回数 I 
I 31 

2 3 I 21 21 2 I 
I t 

母子衛生科

焚魯I I I 6401 301 1501 1491 1 1.372 30 63 150 160 

回数I 31 21 4 71 7 7 8| 5 71 31 2 2 5l 
計
対人象員I llOI 2081 8181 313 3101 313 3351 214 1551 300 30 386 3,492 

1. 成人病科~高血圧及び食品衛生指導等の教育にあたる。

2． 理化学検査科~品添加物の検査技術等の指導にあたる。

3. 食品栄養科ーー食品栄養学，脳卒中、食生活指導及び集団給食等の教育にあたる。

4. 母子衛生科一~言語障害児，母子健康及び農薬公害等における農村婦人の健康管理の指導にあたる。

B 学会発表

（細菌病理科）

①第25回日本細菌学会東北支部学会「秋田県に発生

したボッリヌス食中毒について」 （小林，金，児玉）

R 第19回日本ウイルス学会「RSウイルス感染症の

疫学的研究」 （須藤，森田）

R第2回東北感染症シンボジウム「インフルエンザ

感染と免疫記憶」（森田）

④ 雑誌「日本臨版」（第29巻•4 号•11971) 「Hand

Foot and Mouth Disease」 （須藤，森田）

⑥雑誌「Japan. J .Microb iol ．」（第15巻・ 2 号• I 

971) 「High Incidence of Adults with Rubella 

Antibody in Northern Japan」（須藤，森田， 日沼，

石田）

（成人病科）

①昭和46年10月31日

第30回 日本公衆衛生学会（東京）出題2

R昭和46年10月30日

第30回 日本公衆衛生学会（東京）高血圧自由集会

（母子衛生科）

①第18回日本小児保健学会「妊娠中毒症の出生児ヘ

の影響」於（盛岡）

R 昭和46年度，東北プロック母子保健研修会シソボ

ジウム「医療機関に委託して行なう妊婦一般健康診査実

施上の諸問題」について，秋田県の現状を報告。於（福

島）

R第37回日本教育社会学会「同居児（祖父母）にお

ける保育へのへい害の有無について」。於（東京）

（食品栄養科）

①第18回日本栄養改善学会（昭和46年11 月•熊本市

） 

「食塩摂取量と食生活因子との関係」

③秋田県農村医学会•第36回学術大会（昭和47年 1

月•秋田市）

「出稼留守家族の栄養および食生活構造について」

C 共同事業

（成人病科）

①昭和46年度文部省特定研究

栄養と寿命の基礎的研究

R昭和46年度厚生科学研究

循環器疾患対策の評価並びに検診管理方式に関する研

究

R昭和46年度厚生省医療研究
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補助金 ④ WHO国際協同研究

高血圧合併症の進展要因とその対策に関する研究 地域における高血圧管理と脳卒中登録
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VI業 務 内 容

秋田県衛生科学研究所における機構については

Iの項においてのぺたところであるが， 1課6科の業

務は次に示すとおりである。

A 総務課

1 人事，予算に関すること。

2．運営，事業の企画ならびに業務の連絡調整に関す

ること。

3 庁舎の維持管理および防災に関すること。

4 物品の購入．出納，ならびに保管に関すること。

5 検体の受付並びに手数料の収人に関すること。

6 諸統計の調査報告に関すること。

7 文書の収受，発送，ならびに保管に関すること。

8 公印の管守に関すること。

9 その他各科の業務に属しない事項等。

B 細菌病理科

1 法定伝染病，届出伝染病およびその他の各種伝染

病の細菌学的試験検査および研究に関すること。

2 細菌性食中毒の起因に関する細菌学的検査並びに

研究に関すること。

3 抗酸性菌の試験検査及び研究に関すること。

4 井戸水，水道水，河川水，その他の水，氷菓子，

雪などの細菌学的検査に関すること。

5 一般食品，乳製品，清涼飲料水等の細菌学的検査

に関すること。

6 梅毒血清，ワイル，フエリックス反応，寒冷漿集

反応，その他の血清反応並びに螢光顕微鏡的検査，

血液型の試験検査研究に関すること。

7 ウイルス， リケッチア． フアージ等の試験検査お

よび電子顕微鏡による試験検査に関すること。

8 寄生虫，原虫等の試験検査に関すること。

9 実験用動物の飼育管理に関すること。

10 地方病（ボッリヌス菌による食中毒，肝吸虫症，

つつが虫病，野兎病）の細菌学的，生物学的検査研

究に関すること。

11 伝染病の流行予則に関する調査研究。

C 理化学検査科

1 医薬品，化粧品，麻薬，覚せい剤，毒物，劇薬等

の理化学的，または薬理学的試験検査に関するこ

と。

2 医療資材，衛生用品等の試験検査に関すること。

3 薬物中毒の理化学的検査研究に関すること。

4 食中毒の理化学的，薬理学的試験検査並びに研究

に関すること。

5 食品添加物，器具及び容器包装の理化学的試験検

査に関すること。

6 食品中の残留農薬および農薬中毒の理化学的検査

に関すること。

7 温泉水の理化学的分析並びに調査に関すること。

8 食品栄養学的成分分析に関すること。

9 各種食品，陸水雪水学の放射能測定調査に関する

こと。

D 成人病科

l 成人病，特に脳卒中，高血圧症，動脈硬化症，変

性々心疾息等の疫学的調査並びにその成因，予防を

目標とした調査研究に関すること。

l 糖尿病，腎疾患等の疫学的調査並びに予防に関す

ること。

3 いわゆるスモンに関する調査研究

4 成人病と関連のある環境（気候，風土，生活様

式，文化，民俗の調査研究に関すること。

5 成人病と関連のある統計的調査。

E 母子衛生科

l 不幸な子供がうまれない施策に関する調査

a 周産期死亡の実態

b 未熟児訪問カードの集計

c 妊娠中毒症の出生時への影響

d 精薄ならびに肢体不自由児実態調査

e フエニールケトン尿症の調査

f ABO式血液型検査と遺伝との関係についての

野外調査

2 妊産婦の実態調査研究

a 妊産婦の貧血と栄養

b 妊娠中毒症ならびに後遺症の実態

3 乳幼児に関する調査研究

a くる病の実態ならびに予防に関する調査研究

b 3オ児検診に対する精神発達の調査

c 乳幼児発育の地域差に関する調査研究

d アソケート方式による母子衛生実態調査

F 食品栄養科

l 各種食品，各種飲料の栄養価ならびに経時的変化

に関する調査研究

2 食品の保存，特に越冬食品の保存法に関する調査

研究

3 食品添加物，ことに防腐剤，漂白剤等に関する調

査

4 不可乏または不可欠アミノ酸に関する調査研究

5 自然毒（動物，植物）に関する調査研究

6 山菜，野草その他の救荒食品に関する調査研究
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G 環境衛生科

1 水（飲料水，井戸水，水道水，天水，河川水，浴

場水，温泉水，工業用水など）の調査

2 大気汚染（降下煤じん，浮遊粉じん，亜硫酸ガ

ス，硫化木素，一酸化炭素， 自動車の排気ガス）に

関する調査

3 悪臭（工場，化製場，畜舎，鶏舎など）に関する

調査

4 騒音に関する調査

注以上3項目のうち公害と関連あるものは公害技

術センクーにおいて行なうこととなった。

- 12 -

5 汚物処理（ごみ，屎尿），下水処理に関する調査

並びに浄化槽の機能検査

6 住宅， ビル，集会場などの環境衛生（通気，湿

度，採光，照明，空気の汚染度，疲労度など）に関

する調査

7 被服の含気，圧縮，通気，輻射熱の吸収および透

過度，燃焼．その他の物理化学的抵抗などに関する

試験調査

8 有害衛生動物（そ族，昆虫など）の生態調査並び

に駆除法に関する調査研究



VII 
業 務 ． ＇・・実 績

A 細菌病理科

ー 伝染病菌等に関する細菌学的検査

表l

月別
検査項目----」

ウイダール反応l
赤痢菌々型l
赤痢菌薬剤耐性

I 

菌I
他I

8
 

（昭46年 1~12月）

9 I 10 I II 
11 I 11 

I c1器Icdl 

計

溶 連

そ の

伝染病菌等に関する検査実績

I 2 213 5|4 1 5 716 417 II 

1 1 1 | | 

I I I I 

1 | 1 
141 591 

I 
161 64 

471「
47

6
 
198 

計

8
ノヽ
0
6
 

3
4
 

（
 

註

13|9 202’ 

1)各欄の数は検査件数で（ ）内陽性件数を示す。

2)溶連菌検査は小坂，湯沢及び西目地区学童を対象とした保菌検査。

12 
--l 

1 21 

- 1 (1器

三ぷLJ為
89| 6| 6| 431 

認1心蒻I 4421 り詈
（茂木及び金技師記）

昭和46年 (I月～12月），衛生科学研究所，及び保健所に

於て分離した赤痢菌々型成綾

コ菌型 ------1町 1田鹿督

Sh. flexneriV.X| | 1 叶

1 | | 6| 18| 

I I I 21 

I 61 23 

表2

計

Sh.sonnei 

，， // 2
 

計

―

-

_

 

3

-

3

 

I-31＿ー3

館曲」し1 荘

益凸裔1:塁I貫音貪
I I I f I I I I 
I I I I 1 11 14  1 

| 1 1 | 1 1 | | 

1 1| | 7 
（茂木技師記）

5
 

ー 食中毒及び食品等に関する細菌学的検査並びに調査研究

表3 食中毒及び食品関係の細菌検査実績

月別

悶ボッリヌス菌I
検
毒査その他I
食品検査I

水I
水I
--T 
水

2 | 3 | 4 | 5 | 6,  

I I. I 1501 I 

| 1 1 1 

21 2! 2I 21 

口
I I I 541 1 54 

l)食中毒検査は仙北郡太田町に発生したボッリヌス菌の検査延件数。

2)食品検査は依頼委託の有料検査件数。

3)水質検査は環境衛生科事業に付帯の細菌検査件数。

ー一11-|-21-_「q＿

4

2

 

2
 

ー

，
 

計

541 

91 

水
質
検
査

河

湖

―

―

―

―

 

2
 

1sol-211-81-

1
,

―

-41-441|-_
_
 

8
-

0
1
-
|
4
―

―

ー

ー

ー

2
 

‘
,
ノ月2
 
ー～
 

ー年

11

細

一

ー

―

ー

-501-21-441＿
ー
―

昭

10

（
 

|-21-
3
 

・ I 

I

―

―

―

―

―

 
2
4
-

1

2

-

4

 

1761 

20l 

海
l
註

10 

（金技師記）
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表4 腸炎ビプリオ及びceウエルシュ菌の調査研究実績 （昭和“年 1~12月）

~, 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 i 11 i 12| 計

腸炎ビプリオ菌 I
I I I I 1 1601 I 11 1601 51 I | 

326 

ceウェルシュ菌 I
I I 1 1651 I 

30 
I I 801 | 275 

計
I I | I 1651 1601 30 l| 160| 851 | 601 

註欄中の数は別掲した調査研究の検査件数 （金技師記）

夏梅毒血清反応検査

表5 梅毒血清反応検査実績並びにFTA-ABS調査実績 （昭和46年 1~12月）

険査項目-1L!_I I I 2 I 3 I 4 I s I 6 I 7 I s I 9 I 10 I 11 I 12 I 計

ガラス板法 l 124 I 64 I 82 I 着 39 I 68 I 63 I 忍I 59 I 142 I 41 I 27 I 
861 

(5) (5) (6) (3) (8) (8) (5) (6) (2) (!) (55) 

T P H A 法 l 122 I 
62 85 I 91 I 40 I 46 I 63 I 62 I 60 I 心l 40 I 26 I 73 ： (4) (3) (6) (4) (3) (4) (5) (4 (5) (1) Co) (43 

ワ（ッ緒セル方マ法ン）法 I
， 
疇I

6 
(251 疇

7 8 
(151 (351 

109 I 
Co5I (l }| (5) (2) (3) (3) (2) 

同上定 量 l I | 1 1 | 21 2 I I I | 21 

（F調T査A研-究AのBたSめ法） I | | I I I I | | I 501 641 
1141 

計 I 255 I 
131 173 125 I 124 291 1883! 

(14 11 14 6 (13 (11 (!24 

註 （ ）内は陽性件数

IV 日本脳炎並びにポリオ流行予測調査

表6 日本脳炎流行予測検査実績 （昭和46年 1~12月）

；畜臭~I I I;- ][ | w | v | VI I VII I珊 IIX | x | XI I XII | 計
日本脳炎（豚H） I反応 I 201 20 201 201 201 濯 801 

日本脳炎（人H）I反応 I
I 
71 21 

(25i | 
13 | 
(8) 

JI I 
(8) 

計 I 201 271 -221 25 I (2~ 
201 331 
(92, 叫(8~, 

註 l)各項目欄中，上位の数字は検査件数，，（ ）内は陽性件数。

2) 各項目欄中の内陽性件数は． HI 価~10を示す。

3)（豚）欄の内訳は，別表に示した。

140 I 140 I 
(10) 

I I 

140 I 1 闘
(i 2 

表7 昭和46年屠畜場豚の目脳HI抗体調査実績

20 I 
(3) 
20| 忍I 岱

I (251 I 
44 
(20) 

20 | 26 I 201 58 
(3) (2~ (6~ 、 (40 

（茂木技師記）

\"~\ 靡 検査頭数および H I 陽性数（~10)

ih月：加：h]：出］出［西1it:
秋田市 1201 01201 01201 01 201 01201 012olcs)I sol ol soi ol aolc12おi20 遥呵 01 呼l3o~l420lc4 ．腐

横手市 I I I I I I I I 20I 0I 20I 0120I 01 I I 1601 o 

大館市 I I I I I I I I I I I I 201 °1 201 °1 201 0I I I I I I 6°I 0 

計 1201 01201 ol 201 oj 201 01201 012olcs) 1201 011201 011201 (a.1~120 (I盈I 201 al 201 Jl540b．臀
註 （ ）内数字は，陽性率（％）を示す。 （茂木技師記）
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表 8 ボリオ流行予測調査実績—

1)感受性調査（中和抗体測定）．＿．：

4倍スクリーニ・ング●● 64倍スクリーニン・・グ
； 

型 型
... 

型 型| I 型 型• ̀  • . I・ n 夏 I 夏

調査地区名 調査人員

l ＇ 
％ 

＇ 
％ 

＇ 
%11  

％ ， ％ 
角 館 I 109 80 73.31 102| 93.5| 84| 77.o 37 33.91 77| 70.6| 291 26.t 

小 坂| 1031 751 72-81 92| 89.3| 591 57.21 1 71 16. 5| 431 41.71 7| 6.1 

計 212 155 73-1 叫 91.s 143 67.4 54 25.41 120 56.6 36 16.S 

2)感染源調査（ウイルス分離）

こ 角 館 町 小 坂 町

釦II陽性数I同 定 結 果 釦夏 1陽性数 1 同 定 結 果

第 1回s.46.91 621 I 

ECH0-11, 8株

I 
601 

8| ECH0-11, 5 且II 未同定 3株 ECH0-14, I 
未同定 2株

第2回s.41.11 叫 ol I 44 oi 

計 1051 11I 10.4% • 104 8| 7.6% 

（坂本技師記）

V ウイルス性感染症に関する病原検索

表9 ウイルス性感染症の病原検索実績

関

（昭和46年 1~12月）

か
ぜ
様
疾
患

疾 検体採

＇＼勺ぷ｀｀所
被検数| 288 

インフルニンザA2/HK

‘̀‘： インフルエンザ B 
診断数 R S 

Adeno - 3 
Para - 1 

検数 I

断 数 盃痘自雹接種

検数 1

発被

疹

症診

そ被

の
診

他

合被

計診

数 断

10 

機

一

疇
_

―

純

単

取
―

_
1

『

-
1
-ー
|
—
-
I
l
I
|
T
|

ー

3

7

0

5

4

9

1

 

2
6
2
1
 ．
 

般

衛

＿

病
合 計

289 

129 

一

＿

数

数

＇ 検

16 

一

―

―

―

―

ー

一

』

一

院

Echo - II I 
Cox.A群（型未定） 1
Polio I 
Toxoplasma（疑） 1 

26 

5
 

15 

28 28 

4
 

298 45 343 

断 139 

，
 

148 

註欄中の数はウイルス学的検査を実施した息者数 （坂本技師記）
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VI ウイルス性感染症に関する疫学調査｀．｀―

表10ウイルス感染症に関する疫学調査実績 （昭和4碕紅～12月）

塁9ィ門ぼ忍 l調 査 項 目 1調
R s I中．和 抗 体 I
Cox. A -16 I 同 上 | 
Polio-I,夏9]I[ I 同 上 I 
Rubella I H A I 抗体 I
Influenza I H A 1抗体 I
To原xoplas虫ma I p H A 抗体 I
計 I 

B 理化学検査科

I 食品試験

I 

査 数 備 考

・250 第19回ウイルス学会発表
281 1 第13回臨床ウイルス談話会発表
225 I 資料編参照
75 I 同 上

736 I 雑誌「ウイルス」投稿予定
377 I 47年度所報報告予定
1,944 

（原田技師記）

表1食品試験実績表 （昭和46年1月一47年3月）

検品：保存料 人工甘味料 合成樹脂
銅
カド

魯履色）四異物ミサ
1フデルルホ； ! 蒸 量鷹昇 ミウ

品 名 体
ソじパ安息』酸rドリサ ，，サ、ノイチズ 含有

ム

ルラ 酸ル ソリ ルエノ ヒム カン 皇有
数 ビオ香酸 チ ヵ酸ク、ノル 量

ラ ドア リガ I 

かん水I1921 1921 I I I I I I I I I I I I I I I I 
合成着色料| 31 31 I I I I I I I I I I I I I I I I 
牛 乳 I121 I 6 6¥ 6¥ 6 6 I I I I I I I I 61 I 
清涼飲料水| 5| I I I I I 1I 41 I I I I I I I I I 
果物缶詰 |11! I l I I I I 111 101 I I I I I I I I 
しよう油 I11 I I I I I I 1¥ I I I I I I I I I 
山菜水煮I41 I 1¥ I I I I I I I I I I I 31 I I 
餅菓子1叫 I I I I 21 I I I I I I I I I I I 
畏ラフィ雙 I2! 2! I I I I I I I I I I I I I I 
合ま成な樹脂板 I叶， I I I I I I I I 71 71 71 71 71 I I I 
食孔9)品I41 I I I I I I I I I I I I I I I 41 
コーヒー I叶 I I I I I I I I I I I I I I I I i 
醤菜しよ盃 I4¥ I 21 I I I I I I I I I I I 2I I I 
菓子類|21 I I I I I 21 2! I I I I I I I I I 
計 12561 1971 91 61 61 al 61 31 181 101 71 71 1I 71 71 sl 61 41 7 
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』1.震l-..,

表 2 栄養学的成分分析試験実績表
、、 I

試 験項目 l 
品 名 検体数 I I I 粗 I 晶I 晶I 1食 I カ ルI カロI ビタミI ビタミI ビクミ I 無固翡月と雰I鉄楓醐PH水分灰分蛋白 糖質塩シウムリーン B1ン B2ノ` C •• 

浮げ息晃レ竺fI 151 I I I I I I I I I I I I 151 1si I 
／ミ｀ノ類i 16¥ i 161 a¥ a¥ al a¥ 2¥ i 31 51 2: 2¥ I I I I 
餅 類|2¥ I 2I 11 11 11 1! I I 11 11 I I ! I I 

洋菓子 |201 I 201 I I I I i I I I I I I I I 
禾l] 菓子 I 171 I 17¥ 1I 1I 1I 11 I I I 11 I I ! I I 

油菓子 I 41 I 41 11 11 11 11 I I 11 I I I I I 

豆菓子| 51 I 41 41 叶 41 4¥ I I 叫叶 1 I I I I 

強化精~麦 I 4¥ I I I I I I I I I I 41 叶 I I I 

清涼飲料水 I 1I I 11 1/ 11 1l I 11 I I I I I I I I 

穀類加工品| 21 I 21 2¥ 21 2' 2: 2! I I I I I I I I I 

醤菜しよ溢 I 11 11 1 I 1 I 1 l 1 i 1 I 1I 11 I I I I I I I 

浮L 製品| 3¥ I I I I I I I I I I I J I 3¥ I 3 
言t I 90 11 671 191 19I 19! isl 61 1I 1I 91 7 6! isl 181 1I 3 

1 温泉分析

表 3 温泉分析 （再分析分） （昭和46年 1月～昭和47年 3月）

盈月酎翡I可源嚢研 I 所 在 地 想PH置~/~匿I 泉 質

~ 2. 5 12841ダ晶島息 I鹿角市十和田大湯字荒瀬25の 1ls4. ol 7. 91 1,2791 弱食塩泉

” | 2851杢晶晶息 I ” 
// 字JI¥原の湯28の 1173.5|8. II I. 9141 弱食塩泉

” 1286!応凡＼息 I ” 
＇， 字上の湯 lよ晶地 |59.5|7.91 1.3701 弱食塩泉

” |2871序農の｀息 I ” II 字下の湯13の I is9.ol 7. 91 1,5901 弱食塩泉
46. 2.28 | 289I恥閲髯皐 鹿角市八幡平長谷川孟沢国有林 |89.oI7.31 963. 71 単純温泉
46 3 10 I 2901玉川温泉 I 仙北郡田沢湖町夭字玉川 I 98 0 I 1 2 I 2,6761含フ硫ッ化素水，素酸性，ホ明ばウ酸ん緑，ばヒ素ん泉， • I （大噴の禍） ＿ 完渋黒沢番外地 • • 

46. 3.11 I 2911上トロコ混泉i鹿角市八幡乎長谷川字トロコ 199.ol 8-61 J,3321含ホウ酸，ヒ素，弱食塩泉

46. 11. 1 I 2961 ＇本荘市親川字薬師沢 2-1
！ 113.51 7 -61 352.ol単純硫化水素泉

46.12. 7 1300! I鹿角市十和田大湯字荒瀬12の6 |45.o| 8.11 1.013¥ 弱食塩泉

” 
i 301¥ I鹿角市八幡平湯瀬29の2 ¥62.oi 9.11 628.31 単純温泉

” 
13021 I鹿角市八幡平宮麓字湯端49番地 162.0:9.31 621.51 単純湿泉

46.12.2013041 鹿角市八幡乎宮麓字湯端37番地 I65.519.5| 645.al 単純温泉

47 2 10 | 306 I り ノ 愚 I 鹿蒼市八幡平長谷汀I字塁国； 林 I 96 ol 2 35 I 786.51 酸性硫化水素泉• • 川原の湯 32 班 • • 

” 
13071序仙気ノの湯愚 I ” 

|I 87.oII 2.35 882.31 酸性硫化水素泉

I 
！蒸ノ湯＇ I 

191.ol 7-61 393.41 単純温泉，， 
308i（熊ノ盪） ” 

” 
＼ 
3 09¥ 喜川混 魯＼ 鹿角市八幡乎熊沢悶贔 I 52 0 I 2 6 I 知． l| 酸性硫化水素泉川湿泉1 ), 小班 • • 
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| // ! 3101畠譴ふI-- II 1江。|2.9| 293.Il 酸性硫化水素泉

47. 2.16 | 311！序子、の湯愚 1鹿角市八幡乎嗜揺贋塁林班 189.5|2.15| 867叶単純酸性泉

表4 •温泉分析（新規分） （昭和46年 1月～昭和47年3月）

盆月打1盆贋I弓源羹名手 1 所 在 地 ぽ農IPHI蒸~Jf!I 泉 質

46. 2. 6 | 288| 1由利郡金浦町字下谷地 13s.ol 7.6¥ 21. ?ao\ 含ホウ酸—強食塩泉
46. 5.28 | 2921小松川温泉 1乎鹿郡山内村小早嬰蓄公捻翡 3¥3s.o¥ 9.2¥ 293.1¥単純硫化水素泉

，， I 2931湯の平温泉 1横手市大沢字片倉30番地 I21.5| 8.1| 4,413i含食塩ーモ硝硫化水素泉

// 12941中野温泉 l翡秋田郡比内町中野字籾内沢口 134.ol8-31 1.4571 含芭硝—•・石膏泉

46. 7.2a I 29sl I大館市山館字沢40 132.ol 9-31 844.ol単純湿泉

46.12. 6 I 2971 ¥南秋田郡五城目町馬場目字蛇喰 ¥10.0¥6.s¥ 101斗温泉に該当せず

// 12981（茂谷温泉） I山本郡藤里町粕毛字鴨助岱107 19.oj 6.sl 12s.2I -

" I 2991（天拝温泉） 1塁利郡由利町西沢字上大上37番 |19.sJ7-41 296.ol -

46.12. 7 13031 (一号井） I鹿角市八幡乎湯瀬40のI 167.019,61 621.51単純硫黄泉

46.12.20 I 3osiな尉畠畠 I仙北郡田沢湖町皐箆閾野74の4 133.sl 6-31 3, 2ss¥含茫硝一土類硫化水素泉

47. 3. 3 1 312!（司界彗覧ぷ）I鹿角市八幡よ喜届盟翠讐祭塁喜 196.5|8.2| 1,8911含ホウ酸・ヒ素一弱食塩泉

夏 牛乳中に含有する有機塩素剤の残留量に関する調査 （詳細は資料に記載）

試料名

牛乳

（原乳）

牛乳

（市販）

特別飼
育によ
る牛乳

表5 残留農薬試験実績表 単位PPm

闘 I検体数1内訳 IIa-BHCi/3-BHC|r-BHc |8-BHC ii Toia的 [1Dieldrin 
生乳8II °翌．015|°翌g.0631<o翌。02I <o翌。01

465 14閏言：：！言：：言;!!001只言：
生乳8 l °・悶．042|°・悶．0711 °翌．0151 <o翌。05

46.8 1 14 合乳3 、 0．悶．0141°翌．034|°窃．0041 °.001 
＿ 牛乳3 1 。•四．0131 翌゚．0501 °翌．005| °悶．002
牛乳8 1 °.006 1 °.008 <o.001 1 <o.001 0.001 ” 

46. lll 12~0.008,  ~0.0241 ~0.001 ~0.004 

加工乳4 唸゚．0111 認゚．021| <o.001 1 <o巴g証 °翌．006 ” 

47.2 I 12 牛乳8 翌゚．012|°・翌．0221 <o翌。Ol| <0埒。01 °翌．007＿こ一
加工乳41可．014|°四．01,| <o埒。011 <o均。01 1 °窃．003 ” 

462 4 1:::II：三。lli :；ピ虞←只王I:;}01411ーロ
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IV 市販野菜，果実中の残留農薬に関する調査 （詳細は資料に記載）

表6 残留農薬試験実績表
3
 } :f←心皐 立鼠塁PロPコm七

試料名1塁屑 検体数1 内 訳 II a-BHC I fi-B HC  I T-BH C I o-BHC ・1otal 
Dil ... dril ,1 真DDT  

I <0.001 I 不雙悲 | <0.001 1不~検<出o 不~検<0出.001 ＇ 一ーマ ー・

キャベッ
3 ~0.001~001~0.001.001 不` 檎曲
0.001 I <0.001 I 

<0.001 I <0.001 <0.001 リンゴ 3
”<、l合；H 

45.12 ， ~0.001 ~0.002 

大 根 2 0.002 I I 0.003 | <0.001 <0.001 ，， K t::I 
0.002 0.009 0.004 0.003 0.003 I !.f.t巧~I

0.001 I 0.002 I <0.001 I <0.001 0.008 ‘̀ 
ナ シ I 

” ｀ ！ 野菜 Iイチゴ 2I: 0.003 I 0.004 I 0.003 I <0.001 I <0.001 
” 0.006 

果実 キ ベッ 3 <0.001 | 0.001 I <0.001 | <0.001 <0.001 
一←ー／1．---ヤ ～0.001~0.003~0.002

ホーレン草2 0.004 I 0.003 I 0.003 | <0.001 <0.001 
” 0.007 0.007 0.001 

46. 6 
16 トマト 3 0.001 I 0.001 I 0.001 I <0.001 I <0.001 I ” ~0.004~0.002~0.002 

キウリ 4 0.001 I 0.001 I 0.003 I <0.001 | 不検出 不検出
~0.004~0.014~0.010 ~0.002 ~0.006 

夏ミカン 2 0.001 I 0.001 I <0.001 J <0.001 I, l 0.001 不検出

v 母乳中の有機塩素系残留農薬の調査 （詳細は資料に記載）

表7 残留農薬試験実績表 単位 PPm

試料名 闘 検体数 内 訳 I a-BHC I /3-BHC I 7-BHC I o-B HC  
・1 otal 

Dieldrin 
DDT  

非農婦 12 0.001 I 0.02s I <0.001 I <0.001 0.028 <0.001 
~0.005 I~0.130~0.005~0.001 ~0.078 ~0.001 46. 2 24 
0.001 I 0.011 | <0.001 I <0.001 0.021 <0.001 

母乳
農 婦 12

~0.005~0.094~0.002~0.001 ~0.119 ~0.001 

非農婦 5 
0.001 

I 0.087 I 0.001 I 不 検 出
0.026 

＇不検出~0.130~0.002 ~0.055 46.12 10 
0.001 I 0.023 I <0.001 I 不検出 0.027 農 婦 5 ~0.002~0.100~0.001 ~0.049 不検出

非農婦 l2ll 不検出！不検出 Io.竺6.009I不検出 0.003 I <0.001 
血液 46. 2 24 ~0.006~0.002 

農 婦 12 不検出 I不検出 1°・窃．007I不検出 0.003 <0.001 
~0.007~0.002 

VI 放射能測定調査

表 8 放射能測定成績

試 料 名 l 測定回数 単 位 I 放射能測定値

キ ヤ ベ ツ 4 pci/g 0.54土0.12~1.29土0.17

リ ン' コ． 4 ” 0.19土0.08~0.25土0.07

牛 乳 （原 乳） 4 ” 0.03土0.13~0.57土0.10

米 4 ” 0.32土0.16~0.53土0.15

鯛 2 ” 0.65土0.25 1.11土0.23

鯉 2 ” 0.79土0.17 0.83土o.17 
ノ・ヽ ク ノ‘ ク 2 ” 0.36土0.17 0.67土0.19 

ク ラ 2 ” 0.64土0.24 0.98土0.17

上 水 （原 水） 4 pci/ £ -0.91土2.71~2.91土2.59

土 壌 （草 地） 2 mci/h2 深度 0~5cm…226.08土19.0

” 0 ~2001/I…931.96土94.1
雪 水 70 pci/ £ 0 ~1879.4 

モニクリングボストによる空間線量測定 周年連続 CPS 12.3~14.8 

シンチレーションサベーによる空間線量 12 μR/hr 7.2~10.8 
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成 人 病 科

'-•I-•-',99

j 

I秋田県晨民における高血圧増悪要因の検討

A 目的

糖代謝と高血圧性または細動脈硬化性変化との関連の

検討。

B 方法

尿糖陽性者ならびに高血圧者を対象に糖負荷誠験を実

施した。

C 内容

調査地区

2 実施人員

3 実施期間

D 結果

表 1のとおりである。

南秋田郡井川村

88名

6月3日～10日

表 l

血 圧
一時間

尿
l 

~159/~94 

160~/95~ 

＋
＋
 

-
+
+
 

二時間
例

糖尿

＋ 

＋ 

数 年
血糖値

令
オ空腹時 I1時間|2時間正
55.41 831 1261 80 

50.91 791 1331 75 

54.31 871 1871 97 

59.11 821 1451 89 

53.31 911 1481 81 

57.71 1011 1941 108 

I 

糖尿病学会基準

常l境界域l糖尿病
121 6 

51 5 

II 13 

61 9 

41 4 

21 15 

竺34%1 59%1 7%1 
一 高血圧，脳卒中の健康管理方法に関する研究

A 目的

本県における高血圧，脳卒中の健康管理方式の樹立。

B 方法

循環器精密検診，脳心事故発生状況調査。

C 内容

l 調査地区南秋田郡井川村，本荘市石沢地区お

よび北内越地区。

2 循環器精密検診実施状況 ～表2

3 脳心事故発生状況調査井川村30件，石沢6件，

北内越33件（新調査地区のため，昭和46年以前の

発生者についても調査した。）

4 実施期間循環器精密検診井川村

6月3日～10日 今戸地区47年 2月15日～16日

石沢地区5月6日～II日 北内越地区10月14日～

19日。

脳心事故発生状況調査

47年3月31日。

結果

秋田県農村住民の高血圧について，一その特徴ーと

題し，調査研究の部に掲げた。

昭和46年4月 1日～昭和

表2

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

1

1

1

2

 

循環器集団検診時における

実施項目および実施人員

身体計測（身長，体重，皮脂厚）

検尿（蛋白，糖）

問診

血圧測定

Hb検査

血清総蛋白

血清総コレステロール

血清鉄

心電図検査

眼底検査

食生活指導

診察

計

1,908件

1,889 

1,9!)B 

1,908 

1,851 

I, 851 

1,851 

330 

1,908 

1,832 

1, 908 

1,908 

21,052件

上記内訳

井川村944名 石沢地区509名 北内越地区455名

計 1,90毬L
D 

圃 高血圧者を対象とする保健指導のあリ方に関

する研究

A 目 的
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＂ 高血圧者の保健指導は，いかにすぺきかを検討する。
B 方法

高血圧者の面接指導，食生活の個人指導。

C 内容

1 対象地区本荘市石沢地区および北内越地区。

2 実施人員高血圧者の面接指導石沢地区440

名北内越地区116名。 食生活個人指導 20名を

モデルに実施。

3 実施期間高血圧者の面接指導 昭和46年 7月

10日～昭和47年3月10日。

食生活個人指導昭和46年8月1日～昭和47年3

月31日。

D 結果

表3のとおりである。

表3 要治療者における受療状況の推移に関する

調査成績

ヽ

J 受療状況i継続長期！継続短期！王統時又品 I放 置 I 計

S 39~42年 7人 I 158人 I 111 食I 211 盆I 487人
(1.4%) (32.4%) (22.s) (43.4) 

I 

S 43~46年|， I 212人
(17符か I (12悶釦 I 151人 I 520人

(40.8%) (29.0%) 

（注） 継続長期

継続短期

継続又は一時的

放置

1年のうち10~12カ月受療しているもの

1年のうち2~9カ月受療しているもの

1年のうち 1~6カ月受療しているもの

全く受療していないもの

D 母子衛生科

1 不幸な子供をうまない運動に関する研究

A ABO血滋旦調査（第3次）

1 目的

前報と同じ

2 方法

町村における調査は前報と同じであるが，血清学的精

密検査は，当研究所内に参集，健診に合わせて採血（ 7

CC)を実施。

3 内容

(a) 調査地区調査世帯数

西目村 148世帯

若美町 196世帯

(b) 採血者 50名

(c) 期間 昭和46年 7月～47年2月

B 先天異常発生原因に関する長期鐵察

1 目的

先天異常要因の究明とその予防法の研究を行なう。

2 方法

出産時点の胎児状況の基準を定め，その出産前後の状

況調査と，子供の5オまでの Followupを行なう。

3 内容

(a) 調査票作成（打合わせ会3回）

(b) 調査数 母子合わせて10組

4 備考

調査票は資料に記載。

:n: 乳（幼）児の発達に関する調査

1 目的

1966年に H.Knoblockの発表した Developmental

Screening Inventory (D.S. T)を用いて，乳児の発

達の上より，時代の発育変遷状況と，発達遅滞の早期発

見の一方法を究明する。

2 方法

市町村の毎月の乳（幼）児健診に合わせて実施。

3 内容

(a) 調査地区，調査人員

若美町 120名

神岡町 60名

置 妊産婦，新生児，乳幼児健康相談票の作成

昭和36年に作られた現在の相談票を時代の変化，医学

の進歩に合わせ，公衆衛生に組み入れられるものを導入

して改訂した。詳細は資料に記載

w 妊娠中毒症と出生時体重に関する研究
1 目的

在胎週別出生児体重と，妊娠中毒症との関連を調査

し，乳児健康管理の一指標とする。

2 方法

昭和44年， 45年の県立中央病院産婦人科分娩症例につ

いて行なう。

3 内容
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表 1 妊娠中毒症と出生時体重（在胎40週）

紐’出中生40毒週体症重有、船＼1l中毒四I 正常群 中間群 計

％ 以下I 54 I 28 • | 15 | 97 
- SD (8.7) (5.9) (6.1) (279.26 ) 

% I 123 | 112 I 61 | 
- SD (19.8) (23.7) (2s.o) (22.1) 

一¼SD I 113 | 97 I 43 I 253 (18.2) (20.5) (!7.6) (18.9) 

+}2SD I 122 I 116 I 47 | 285 (19.6) (24.6) (I 9.2) (21.3) 

+¾SD I 161 I 91 I 52 I 304 (25.9) (!9.3) (21.3) (22.?) 

％ 以上I 47 I 27 | 26 I 100 + SD (7.5) (5.7) (10.6) (7.4) 

計 I 620 1 471 1 244 1 1335 
（） ％ 

註在胎40週における出生児体重は，中毒症群，正

常群の間に統計的有意差はみられない。

v 妊婦心理に関する調査

1 目的

妊娠心理と胎児期環境因子との関連を追求まる。

2 方法

母子健康センクーの妊娠健康相談の場においてMMP

(Minesota M叫tiPhasicPersonality Inventoryミネソ

ク多面人格目録検査）を用いて行なった。

3 内容

表2 妊娠心理調査人員

母子健康センクー名 I 実 施 人 員
小 坂 町 I 24 

河 辺 町 I 32 

雄物 JI I 町 I 44 

仙 北 町 I 20 

鳥 海 村 I 10 

乎 鹿 町 I 34 

計 I 164 

E 食品栄養科

I 出稼ぎ留守家族の栄養および食生活構造につ

いて

A 目的

出稼ぎ留守家族の食生活の状況と栄養摂取状況の変化

について検討をした。

B 調査対象

秋田県湯沢市高松地区の出稼者8世帯，在宅者4世帯

30~49オの農村婦12人名。

C 調査期B

昭和45年5月， II月，昭和46年2月。

D 調査内容

1栄養摂取量 2食品群別摂取量 3食事中のミネラ

ル分析 4 調理形態別頻度

E 結果

調査研究の部で報告している。

:n: 食生活を中心とした成人病予防対策に関する
研究（秋田赤十字病院，大曲保健所との共同研

究）

A 目的

県民健康管理の一環として，食生活を中心に健康状況

および栄養状態の関連調査を実施し，調査結果に基づき

，保健栄養指導を実施し，成人病減少効果の検討および

保健指導方法の確立を図るため調査を実施した。

B 調査対象

秋田県仙北郡仙北村の農民男女30~59オの60名。

C 調査内容

1血圧測定，心電図，眼府検査 2血液性状（約20項

目） 3糖負荷誠験 4尿検査 5栄養摂取量，食品群

別摂取董 6食事中のミネラル分析 7食習慣，嗜好状

況．環境調査など 8検診

E 結果

昭和46年分は調査研究の部で報告している。

m: ピタミンC所要量に関する研究（名古屋大
学，湯沢保健所との共同研究）

A 目的

農村における摂取ピクミンCと血中ピクミン Cおよび

栄養摂取量の経時変北を追跡調査した。

B 調査対象

秋田県湯沢市高松の農民20名

C 調査内容

1栄養摂取量 2食品群別摂取量 3血中ピクミンC

など血液性状 4食事中の塩分分析

E 結果

調査研究の部で報告している。

w 肥満改善に関する研究（県立体育館，秋田赤
十字病院，県公衆衛生課秋田保健所協力）

A 目的
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肥満婦人を対象に肥満改善栄養講座を開催し，栄養学

的食事指導および運動指導を行ない，肥満改善の方法，

評価ならびに健康との関連を研究した。

B 対象

県内の肥満婦人30代， 40代の35名

C 指導期間

昭和46年 8月～12月の18週23回の講座

D 指導内容

肥満を中心とした楽蓑学，生理学，食品学，公衆衛生

学，運動方法，調理実習など。

E 検査内容

1身体計測，皮下脂肪厚，血圧測定，心電図 2血液

比重，ヘモグロビン，コレステロール，中性脂肪，遊離

脂肪酸，ボリボタンパク，血糖など 3尿検雀 4消費

カロリーおよび摂取カロリー（タイムスタデーによる）

5体カテスト

F 成績

調査研究の部で報告している。

v 高血圧管理対策としての個人別栄養調査

A 目的

循環器疾患管理事業の一環として，被調査者秤量方式

による個人別栄狸調査を実施した。

B 調査対象

秋田県南秋田郡井）II村の血圧正常者および要観察者10

名，要治療者10名の男で45~55オの者。

C 調査其月日

昭和46年 6月21日～24日の連続日 4間

D 調査内容

1栄養摂取盤 2食品群別摂取巌 3調査時の意識調

査

E 成績

調査研究の部で報告している。

VI 工場集団給食の実態調査

請負による国鉄土崎工場の集団給食実施における栄養

状態，調理形態などの実態を調査した。調査期日は昭和

46年lO月～II月の 6日間で結果については調査研究の部

に報告している。

VII 市町村財政と脳卒中死亡率の関係調査

秋田県市町村別の財政状況と脳卒中死亡率との関係に

ついて昭和42年， 43年， 44年度につき資料の調査を行な

い，経済的背景を検討した，結果については調脊研究の

部に報告している。

F 環境衛生科

I 飲料水精密検査

G 生化学

I 医薬品の崩壌度試験

昭和46年 3月に発足し，生体試料，医薬品，食品およ

び食品添加物などの代謝， （吸収，排泄および生体分布

）ならびに試験に関する生化学的研究を行なうことにな

ったが，昭46年度は主として生化学室（新設）整備に終

始し，試験業務としては医薬品の崩壊度誠験を行なった

のみである。

業務実績

昭和46年度医薬品一斉取締収去品の崩壊度試験を第7

および第 8改正日本薬局方に基いて行なった。

（昭和46年度）

医薬品剤型i件数 l 適合件数 1不適合件数

糖衣錠 I 61 61 

゜腸溶性糖衣錠 I 21 11 1 

カプセル剤 41 41 

゜裸 錠 5| 51 

゜腸溶性剤皮 21 2I 1 

゜計 191 1 8l 1 
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表 l 飲料水精密検査成績 昭和46.4. I~47.3末日

2
4
 

不 適 項 目 内 訳

ppm I 鉄同嬰農出 | I ppm I pp 叫IO| pp 嘉 I p 盟ppm pp 悶II pp 閂繁； な味I ppm I ppm 
0.3ては店ぃし 5度 2度 0.3 5 .8~8.6 300 I I はいって 0.1 IO 

郡 市 l恥ほ I合格率不適数1 鉄 亜硝酸印‘ノモニI色度！濁度 ぢン：ii^喜嗜 P H | 9ォ弓 硬度 1亜鉛 1 銅 味
I 

鉛 1硝酸性N

大館市 40 ％ 24 3 17 2 12 5 2 I 2 40 

秋田市 12 25 ， 7 7 6 4 3 8 I I 1 

大曲市 14 64.3 5 2 5 2 7 2 ！ 2 1 

能代市 58 81. I II 4 4 ， I I I 

仙北郡 26 65.4 ， I 2 4 5 3 I 1 I 

河辺郡 11 45.5 6 2 3 1 5 4 2 

31 本荘市 12 33.4 8 1 2 5 2 I 

山本郡 6 I 2 I I 
由利郡 21 1 1 5 2 1 I 

北秋田郡 28 2 I I I I 2 

南秋田郡 10 3 1 I I I 

鹿角郡 8 I 4 I I 

横手市
3ー9i＇ 1 

I I I 

1 I 
l I 

雄勝郡 I I 

乎鹿郡 6 100 

.---|,! —•-—• 21 ' 
I 湯沢市 I JOO 

男鹿市
3250=9 ! 1=  8 

46'↓ 竺i 25 5 34 13 2 14 13 8 5 I I 2 
. _ I ' 1 二＝—・・

計 1481 34 82 26 93 38 23 21 18 II ， 8 4 2 2 I I 

•し・1-


